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(※1)計画策定前年度に実施する「高齢者の暮らしと介護についてのアンケート調査」により確認することから、令和２・３年度は実績なし。

（１） 成果指標の達成状況

指標名(単位)
令 和
元年度

令 和
２年度

令 和
３年度

令 和
４年度

(目標値)
５年度

① 地域包括ケアシステムの構築に対する市民満足度 (％) 25.4
[25.0]

31.2
[25.5]

27.7
[25.6]

26.3
[25.8]

26.0

② 介護・支援を必要としていない高齢者の割合(自立高齢者率)(％) 78.7
[78.7]

79.1
[78.5]

79.0
[78.5]

78.9
[78.5]

78.5

③
介護・支援を必要としていない後期高齢者の割合(自立後期高齢者

率) (％)
62.1

[62.4]
62.9

[62.1]
62.9

[62.1]
64.3

[62.1]
62.1

④ 生きがいがある高齢者の割合 (％) 56.6
[62.5]

(※1)
－

(※1)
－

61.0
[59.0]

－

１ 第８期計画の進捗状況について

＊第８期計画期間のうち令和３・４年度については、全ての指標で目標値を上回っている。

[ ]内は目標値



13 .3 %

16 .7 %

4 6 .7 %

4 3 .3 %

16 .7 %

2 0 .0 %

2 3 .3 %

13 .3 %

6 .7 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和３年度

（3 0事業）

令和４年度

（3 0事業）

10 0％以上 8 0～10 0％ 5 0～8 0％ 5 0 % 未満 - ダミー

（５） （１３） （６） （４） （２）

（４） （１４） （５） （７）
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（２） 基本目標・重点課題ごとの達成状況

基本目標１ 自分らしい生活と生きがいづくり

重点課題① 介護予防と社会参加の推進

１ 第８期計画の進捗状況について

※令和４年度の「－」は、実績値の確定が令和５年１０月であるため、現在は把握できていないものである。

【主な事業】
・介護予防普及啓発事業
・高松市居場所づくり事業
・老人クラブ活動助成事業 等



3 5 .5 %

3 6 .8 %

3 6 .8 %

4 2 .1%

19 .7 %

14 .5 %

3 .9 %

3 .9 %

3 .9 %

2 .6 %
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（2 8 ） （3 2 ） （11） （3 ）（2 ）

（2 7 ） （2 8 ） （15 ） （3 ） （3 ）

3

（２） 基本目標・重点課題ごとの達成状況

基本目標２ 共に支え合い、つながる地域づくり

重点課題② 包括的な支援体制の構築

１ 第８期計画の進捗状況について

※実績がなかったもの及び開始時期を明確にできない等の理由で計画値を０に設定しているものは
達成率を「－」としている。

【主な事業】
・在宅医療・介護連携推進事業
・認知症総合支援事業
・認知症高齢者家族支援サービス事業 等



2 5 .0 %

12 .5 %

3 7 .5 %

6 2 .5 %

2 5 .0 % 12 .5 %

2 5 .0 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和３年度

（８事業）

令和４年度

（８事業）

10 0％以上 8 0～10 0％ 5 0～8 0％ 5 0 % 未満 - ダミー

（１） （５） （２）

（２） （２） （１）（３）
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（２） 基本目標・重点課題ごとの達成状況

基本目標３ 安心して暮らし続けられる環境づくり

重点課題③ 生活環境の充実

１ 第８期計画の進捗状況について

【主な事業】
・高齢者住宅等安心確保事業
・高齢者公共交通運賃半額事業
・災害時要配慮者支援事業 等

（３） 第８期計画の進捗状況を踏まえた今後更に進めていくべき事項

＊ 人とのつながりをもち、気軽に社会参加できる環境づくり
＊ 地域とともに、認知症の人やその家族を支える仕組みづくり
＊ 複雑・複合化した課題に対する相談支援
＊ 地域のつながりを強化し、住民同士が助け合える仕組みづくり
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（１） 基礎調査結果の概要

① 高齢者の暮らしと介護についてのアンケート

２ 第９期計画策定に係る基礎調査の結果について

調査種別 調査対象者 標本数
有 効
回収数

有 効
回収率

前回有効
回収率

① 高齢者
６５歳以上の高齢者
（要介護１～５の認
定者を除く）

3,000 人 2,015 人 67.2％ (64.4％)

② 要介護
認定者

６５歳以上の高齢者
（要介護１～５の認
定者）

2,800 人 1,479 人 52.8％ (49.1％)

③ 一般市民
４０歳以上６５歳未
満の人

1,000 人 395 人 39.5％ (44.9％)

合 計 6,800 人 3,889 人 57.2％ (55.3％)

○ 調査期間：令和４年１２月１日～１２月２８日
○ 調査方法：郵送配布、郵送回収
○ 調査対象及び有効回収数

調査対象者 標本数
有 効
回収数

有 効
回収率

在宅で生活をしている
要支援・要介護認定を
受けている方のうち、
更新申請・区分変更申
請に伴う認定調査を受
けた人

1,016 人 859 人 84.5％

② 在宅介護実態調査

○ 調査期間：令和４年６月１日～８月１０日
○ 調査方法：認定調査員による聞き取り
○ 調査対象及び有効回収数
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① 基本目標１ 自分らしい生活と生きがいづくり

項 目 内 容

アンケート
調査結果

○高齢者が集える場所に「参加してもよい」が48.2％だが、実際に「参加している」のは14.9％。
参加しない理由に「きっかけがないから」が38.3％、「参加したくないから」が32.4％と特に
高い。

○新型コロナウイルス感染症流行前と比べ、集える場所への参加頻度が「減った」割合は57.1％と最
も高い。

○自分で介護予防に取り組むために、どのようなものがあればよいと思うかについて、「自分に合っ
た介護予防について相談できる場」が38.8％と最も高い。

○介護・介助が必要になった主な原因は、高齢者では「高齢による衰弱」が25.9％と最も高く、
次いで「骨折・転倒」が20.8％、「糖尿病」が15.0％。

（２） 第８期計画の基本目標ごとのアンケート調査結果について

２ 第９期計画策定に係る基礎調査の結果について

② 基本目標２ 共に支え合い、つながる地域づくり

項 目 内 容

アンケート
調査結果

○家族や友人・知人以外で、何かあったときに相談する相手として、「そのような人はいない」が
43.5％と最も高い。

○認知症になっても地域で安心して暮らせるために重点を置くべきこととして、「認知症のことを
相談できる窓口・体制の充実」が62.5％と最も高い。

○高松市の認知症に関する取組として、「どれも知らない」が76.1％と最も高い。
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③ 基本目標３ 安心して暮らし続けられる環境づくり

項 目 内 容

アンケート
調査結果

○最期を迎えたい場所について、高齢者では、「自宅」が61.0％と最も多く、次いで「緩和ケア施設
のある医療機関」が13.5％となっている。

○今後、介護が必要になった場合の住まいと介護サービスの利用希望について、「在宅での介護サー
ビスを利用して、できる限り現在の住まいや地域に住み続けたい」が37.7％と最も高い。

○必要な生活支援として、「外出が困難な高齢者への移動支援」が47.5％、「体力や体調の変化につ
いて気軽に相談できる支援」が43.9％と特に高い。

（３） アンケート調査結果から見える今後更に進めていくべき事項

＊ 高齢者が介護予防や生きがいづくりに自ら進んで取り組める仕組みづくり
＊ コロナ禍が高齢者に与えた影響に対するフレイル予防と対策
＊ 高齢者のニーズに応じた効果的な情報発信
＊ 高齢者自身が希望する場所で、住み続けられる環境整備

２ 第９期計画策定に係る基礎調査の結果について
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３ 第９期計画の骨子（案）について

（１） 計画策定の趣旨

（２） 計画策定の根拠等

本市では、令和３年３月に策定した「第８期計画（令和３～５年度）」における基本理念「住み慣れた地域で共に支
え合い、高齢者が自分らしく安心して暮らし続けられる社会の実現」を目指し、各種施策を推進している。
現行計画が令和５年度末に計画期間満了となることから、令和６～８年度を計画期間とする「第９期計画」を策定す

る。

本計画は、老人福祉法（第20条の8）の規定に基づく「老人福祉計画」と介護保険法（第117条第1項）の規定に基づ
く「介護保険事業計画」を一体的に策定するものである。
第６期以降の介護保険事業計画は「地域包括ケア計画」と位置付けられ、団塊の世代が75歳以上となる2025年まで

の各期間を通じて、地域包括ケアシステムを段階的に構築することとされている。
本市においては、第６期を「準備・推進期」、第７期を「充実期」、第８期を「発展期」、第９期を「実現期」と位

置付け、地域包括ケアシステムの更なる深化・推進に取り組むことにより、その先の地域共生社会の実現に向けた中核
的な基盤づくりを進めていく。

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

R4
(2022)

R5
(2023)

R6
(2024)

R7
(2025)

R8
(2026)

第６期 第７期 第８期 第９期

準備・推進 充 実 発 展 実 現

2025年に向けて、地域包括ケアシステムを段階的に構築
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本計画は、高松市の最上位計画である「第７次高松市総合計画」の分野別計画であり、本市の高齢者福祉・介護保険
事業の総合的な計画であるとともに、老人福祉法第２０条の８第８項の規定にあるとおり、高松市地域福祉計画のほか、
その他の法律の規定に基づき、老人の福祉に関する事項を定める計画等とも調和が保たれたものでなければならない。
また、国及び県の関連計画等とも整合性をとりながら、施策を総合的かつ計画的に推進するものである。

（３） 他の計画との関係

〈香川県の計画等〉

○香川県高齢者保健福祉計画

○香川県保健医療計画（地域

医療構想）

〈国の計画等〉

○介護保険事業に係る保険給付

の円滑な実施を確保するため

の基本的な指針

○健康日本21

○高齢社会対策大綱

○認知症施策推進大綱

○自殺総合対策大綱

３ 第９期計画の骨子（案）について

第７次高松市総合計画
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高松市重層的支援体制
整備事業実施計画

〈高松市のその他の計画〉

高松市地域福祉計画

地域福祉の基本理念

具体的施策
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１．介護サービス基盤の計画的な整備

中長期的な地域の人口動態や介護ニーズの見込み等を適切に捉えて、施設・サービス種別の変更など既存施設・事

業所のあり方も含め検討し、地域の実情に応じて介護サービス基盤を計画的に確保していく必要性

医療・介護を効率的かつ効果的に提供する体制の確保、医療・介護の連携強化

居宅要介護者の様々な介護ニーズに柔軟に対応できるよう、複合的な在宅サービスの整備を推進することの重要性

居宅要介護者を支えるための、訪問リハビリテーション等や介護老人保健施設による在宅療養支援の充実

２．地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた取組

総合事業の充実化について、第９期計画に集中的に取り組む重要性

地域リハビリテーション支援体制の構築の推進

認知症高齢者の家族やヤングケアラーを含む家族介護者支援の取組

重層的支援体制整備事業などによる障害者福祉や児童福祉など他分野との連携促進

認知症施策推進大綱の中間評価を踏まえた施策の推進

地域共生社会の実現という観点からの住まいと生活の一体的支援の重要性

保険者機能強化推進交付金等の実効性を高めるための評価指標等の見直しを踏まえた取組の充実

３．地域包括ケアシステムを支える介護人材確保及び介護現場の生産性向上

ケアマネジメントの質の向上及び人材確保

ハラスメント対策を含めた働きやすい職場づくりに向けた取組の推進

３ 第９期計画の骨子（案）について

（４） 国の基本指針（案）

○第９期計画において記載を充実する事項（案） ※一部抜粋

出典）社会保障審議会 介護保険部会資料（令和5年7月10日）
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第８期計画においては、計画の概要や本市の現状についての記載を「第Ⅰ部 総論」、基本理念や目標等についての
記載を「第Ⅱ部 ビジョン編」に分け、本市が目指す高齢者保健福祉の将来像を示し、「第Ⅲ部 プラン編」で主な
取組について記載した。
第９期計画においても、第８期計画の構成を引継ぎ、同様の構成とする。

（５） 計画の構成

（６） 計画の基本理念

第９期計画は、これまで推進してきた計画の「実現期」であることから、計画の継続性にも配慮しつつ、高齢者
の尊厳を保持し、希望を持って暮らし続けられる地域共生社会の実現を目指す。

住み慣れた地域で共に支え合い、

高齢者が自分らしく安心して

暮らし続けられる社会の実現

高齢者が住み慣れた地域で希望を持って、

自分らしく安心して暮らし続けられる

地域共生社会の実現

○第８期計画（現行） ○第９期計画

３ 第９期計画の骨子（案）について
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（７） 計画の基本目標・重点課題

①
基本目標 自分らしい生活と生きがいづくり

重点課題 介護予防と社会参加の推進

②
基本目標 共に支え合い、つながる地域づくり

重点課題 包括的な支援体制の構築

③
基本目標 安心して暮らし続けられる環境づくり

重点課題 生活環境の充実

○第８期計画（現行）

今後、高齢者が住み慣れた地域で暮らしていくためには、自らの健康を保ち、自らが役割を持つことで、生きが
いを感じることが重要であり、そのような高齢者が地域を支える人材としての役割を担いながら、自分らしい生活
をすることが必要である。
また、地域共生社会の実現に向け、高齢者を取り巻く複雑化・複合化した地域生活課題に対応していくために、

より一層包括的な支援体制の構築を進める必要がある。
第９期計画においても、介護予防や認知症施策、地域共生社会の構築等を中心に取り組んでいくこととし、第８

期計画の基本目標及び重点課題を引き継ぐこととする。

○第９期計画（継続）

①

基本目標 自分らしい生活と生きがいづくり

重点課題 介護予防と社会参加の推進

②
基本目標 共に支え合い、つながる地域づくり

重点課題 包括的な支援体制の構築

③

基本目標 安心して暮らし続けられる環境づくり

重点課題 生活環境の充実

３ 第９期計画の骨子（案）について

継続
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（８） 施策の体系図

基本理念 基本目標 重点課題 施策（案）

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
希
望
を
持
っ
て
、

自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現

自分らしい生活と

生きがいづくり
－

介護予防と社会

参加の推進
－

* 介護予防・重度化防止の推進
* 居場所づくりの推進
* 健康づくりの推進
* 社会参加・生きがいづくりの促進
* 感染症予防対策の充実
* 在宅医療・介護連携の充実
* 介護保険サービスの充実
* 生活支援・見守り体制の充実
* 認知症施策の推進
* 地域包括支援センターの機能強化
* 包括的な相談支援体制の推進
* 家族介護支援の推進
* 住まいの整備・充実
* 外出支援の充実
* 安全で住みよい環境づくりの推進
* 災害時等の援護体制の充実

等
施策については
今後整理予定

共に支え合い、

つながる地域

づくり

－
包括的な支援

体制の構築
－

安心して暮らし

続けられる環境

づくり

－ 生活環境の充実 －

３ 第９期計画の骨子（案）について



７月 ８月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

高齢者福祉
推進連絡会

（関係課長で構成）

第１回
7/12～18
(書面会議)

第２回
上旬予定

（第３回）
ﾊﾟﾌﾞｺﾒにより、大幅な

変更がある場合に実施

下旬予定

高齢者福祉
推進本部会

（関係局長で構成）

第１回
7/19～21
(書面会議)

第２回
上旬予定

政策会議
第１回
8/7

第２回
下旬予定

高齢者保健福祉・
介護保険制度
運営協議会

（外部委員で構成）

第２回
8/30

第３回
下旬予定

第４回
下旬予定

議会
教育民生
調査会開催
下旬予定

主な
協議内容

・第９期計画骨子案
・サービス見込量
・次期介護保険料、施設整備方針等
・第９期計画素案

・第９期計画最終案

介護保険
事業計画

サービス見込量・
介護保険料仮算定

介護報酬改定
↓

介護保険料確定
※国の動向により、12月に決定できない

場合は継続協議とする

条例
改正

14

パブリックコメント

３ 第９期計画の骨子（案）について

（９） 第９期計画策定に向けたスケジュール


